
この人体模型の特徴の概要 

（※詳細はHPでご確認頂けます。） 

・左半分は脳を取り外して観察する

ことができます。脳の解剖も忠実に

再現されていますから、手術前の病

状説明などにも活躍します。 

（写真左下、写真右下） 

・鼻腔内や口腔内、咽頭部が再現さ

れ、耳鼻科領域で活躍します。 

・後頭部は、脊髄が再現されていま

すので、延髄と脊髄の位置関係を観

察できます。（写真右上） 

・プレートのサイズ

２３×１７ｃｍとなります。 

頭部精密解剖模型 ３分解 仕様書 

頭部全体を実物大で再現し、プレートに固定した模型です。 

耳鼻科領域、脳外科領域での病状説明や、解剖学の実習など、幅広い分野で活躍します。 


